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「学術研究」 
 

「学術研究」発表会（令和 2 年 2 月 5 日） 発表者一覧表 
 
口頭発表 1（全体会） 

 
口頭発表 2（選択聴講） 

① 
Stress and health from the aspect of diet, sleep and exercise 
訳：食事、睡眠、運動から見たストレスと健康とは 

3 

② 現代におけるイスラーム国家は平和に繋がるのか 5、16 

③ 貧困で苦しむ発展途上国の人々を食品廃棄物で救うことは可能であるのか 
〜インドを中心とした考察〜 

1、2、16 

④ 性格は寿命に影響を与えるのか 3 

⑤ CM の好感度と売り上げ～CM 音楽を中心に～ なし 

⑥ 日本と韓国のアイドルにファンが求めるものは何か なし 

⑦ 南スーダンで強い陸上選手を育成することは可能か 1、3、10 

⑧ 挿絵の有無は、小学生や大人の文学作品の内容理解に、どのような差異をもたらしうるか なし 

⑨ 戦後の眉化粧と日本経済には相関性があるのか なし 

⑩ 新型うつ病はどこまで明らかになったのか 3、8、17 

⑪ 出版業界の活性化 4、8、9 

⑫ これからの昆虫食～食料自給率を上げるためには～ 1、2、13 

⑬ ミツバチの大量失踪の原因はネオニコチノイド農薬だけなのか 13、15 

⑭ 植民地や戦争を終えた国が貧困から抜け出すためには 1、2、10 

⑮ 睡眠が体に及ぼす影響と効果 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発 表 題 目 
SDGs の 17 の 

目標番号 

① 強豪運動部の目標達成におけるリーダーの効果的な理論アプローチ なし 

② 東アジア連合の成立条件とは何か 9、16、17 

③ 日本における昆虫食の普及は可能かーまたそのメリットとはなにかー 
2 

④ なぜイスラム建築は近年まで考案されなかったタイリングを有しているのか なし 
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「学術研究」レポート発表例 
 強豪運動部の目標達成におけるリーダーの効果的な理論アプローチ    西藪 大輝 
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「学術研究」レポート要旨の例 
 

【Title】 

強豪高校運動部の目標達成におけるリーダーの効果的な理論アプローチ 
         

   ３‐Ｃ class No.２６ 【  西藪 大輝  】 
         

【Summary】 
 この研究では、リーダーシップの効果的な理論的アプローチと、実際に「強豪」と呼ばれるスポーツチームのリーダーのアプロ

ーチを比較し、そのリーダーは理論的に効果的なリーダーシップを行使しているのか、行使具合とチームの結果は比例している

のか、を明らかにしたいと思う。 

 第１章では、言葉の定義と、リーダーシップ理論の代表的なものの 1 つである「特性理論」、三隅二不二が提唱した「PM 理

論」、P.ハーシィ、K.H.ブランチャード、D.E.ジョンソンが考案した「SL 理論」、それらの基本的な考えと内容を説明している。第２章

では、PM 理論の詳しい解説と実際の効果を述べている。第３章では、SL 理論の具体的な実践方法を述べている。そして第４章

で、啓明学院高等学校アメリカンフットボール部 SAINTS を実例にとり、現場でのリーダーシップの発揮の参考を得た。 

 以上の点から、PM 理論とパワー基盤において、３人の高校運動部主将を比較し、総合的な結果を見てリーダーとしての能力

が高いと言える永元主将に比べて、現段階で、鈴木現主将と福山元主将はより良い戦績を残していることが分かった。また、SL

理論において、鈴木現主将はチームのレディネスレベルにあったリーダーシップを行使していることが分かった。永元主将はチ

ームのレディネスに対して若干のズレが見られた。また、安田ヘッドコーチは、日本一を目指すうえで「主将を中心としたチーム

作り」、「レディネスレベルのばらつきをなくす」ことを強調した。 

         
【Keyword】 

リーダーシップ、PM 理論、SL 理論、特性理論、レディネス 

         

【Outline】 
序論 

 第 1 章 リーダーシップ 

  第 1 節 人物論              第４章 啓明学院高等学校アメリカンフットボール部 

  第 2 節 言葉の定義                SAINTS のリーダーシップ 

  第 3 節 PM 理論              第 1 節 チームの状況と部員のレディネス、そして目標 

  第 4 節 SL 理論                第 2 節 主将のリーダーシップ・スタイル 

  第 5 節 レディネスとパワー        第 3 節 ヘッドコーチから見たリーダーシップ行動 

   第 1 項 レディネス            

   第 2 項 パワー            結論 

 第 2 章 PM 理論的アプローチ 

  第 1 節 リーダーシップ類型による生産性の違い 

  第 2 節 リーダーシップの 3 つの因子 

 第 3 章 SL 理論的アプローチ 

  第 1 節 状況対応リーダーシップの有効性 

  第 2 節 フォロワーの成長サイクル 

   第 1 項 成長サイクル 

   第 2 項 退行サイクル 

  第 3 節 行動修正法の実践 
         

【References】 

・ブランチャード.K.H、ジガーミ.P、ジガーミ.D『1 分間リーダーシップ』(ダイヤモンド社、1985 年）  

・ブランチャード.K.H、ハーシィ.P、ジョンソン.E.D『行動科学の発展』(生産性出版、2000 年）  

・深山元良（2012）「スポーツ集団におけるリーダーシップ研究の展望」 

・三隅二不二『リーダーシップの科学 指導力の科学的診断法』（講談社、1985 年） 

・三隅二不二『新しいリーダーシップ-集団指導の行動科学-』（ダイヤモンド社、1966 年） 
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東アジア連合の成立条件とは何か(抜粋)                     林 宏樹 
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「学術研究」レポート要旨の例 

【Title】 

東アジア連合の成立条件とは何か 

         
   ３‐Ｂ class No.２９ 【  林 宏樹  】 

         
【Summary】 

東アジア連合。EU のような地域共同体が東アジア地域に成立しうるのか。これは長年議論されているテーマである。本研究

の目的は、EU や NATO などの先行事例を参考にしながら、東アジアに共同体を成立させるための条件を明らかにすることで

ある。ここでいう東アジア連合とは日中韓＋ASEAN である。 

 私は経済、軍事、国民感情の面から成立条件を研究した。経済の面では、EU が導入している国境検問の廃止、統一通貨

の導入、関税同盟の導入の 3 点を、現在の東アジアの経済状況と経済格差に照らし合わせながら、それらを導入した場合の

東アジアに発生しうる事案について分析した。軍事の面では、先行事例である NATO の設立意義と存続意義について言及

し、東アジアの軍事状況、特に中国と日米韓の同盟国を中心に照らし合わせながら、東アジアの軍事同盟について分析した。

国民感情の面では、フランスとドイツの関係に着目しながら、中国や韓国に依然として残る反日感情をクローズアップし、その

根底にあるものは何なのか、なぜここまで反日色が強いのか分析した。 

 結論として、私の考える成立条件とは以下のとおりである。まず経済の面では、出入国の情報共有や自動化ゲートの推進

によりスムーズな入国管理をし、統一通貨ではなく東アジア地域で使える共通の決済方法を導入する。関税同盟は積極的に

導入すべきである。次に軍事の面では東アジアの軍事的イデオロギーは統一しがたいので、対テロを目的としたゆるやかな

軍事同盟を構築する。最後に国民感情の面では、やみくもに相手を批判するのではなく、東アジア地域の平和や経済のため

に、対立する国民感情を抑えて統合を図っていくべきだ。統合の過程で、対立意識は収まっていくであろう。そのために我々

は民間・文化面での交流を続けていくべきだ。 

         
【Keyword】 

統一通貨、関税同盟、国境検問、軍事同盟、反日感情 

         
【Outline】 

序論 

 

 I. 東アジアと EU の現状  

  A. 東アジア経済と ASEAN  

  B. EU の成り立ちと設立意義  

  C. EU の情勢としくみ  

 II. 経済に関する課題  

  A. 国境検問の廃止  

  B. 統一通貨の導入  

  C. 関税同盟の導入  

 III. 軍事に関する課題  

  A. NATO からわかること 

  B. 中国の軍事戦略と領土問題  

  C. 日米韓の東アジア戦略 

         
【References】 

・ 市川 顕編 『EU の社会経済と産業』（関西学院大学出版会、2015 年） 

・ 白石 隆/ハウカロ ライン 『中国は東アジアをどう変えるか』（中央公論新社、2012 年） 

・ 澤田 克己  『韓国「反日」の真相』（文藝春秋、2015 年) 

・ 茂木 誠『世界史で学べ！地政学』（祥伝社、2017 年） 

 

IV. 国民感情に関する課題 

  A. 欧州における民族対立  

  B. 韓国国内における反日  

  C. 中国国内における反日  

Ⅴ. 結論～東アジア連合の成立条件 ～ 

  A. 経済面における条件  

  B. 軍事面における条件  

  C. 国民感情における条件 
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 学術研究」レポート発表例 
南スーダンで強い陸上選手を育成することは可能か            川﨑 菜月 
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「学術研究」レポート要旨の例 
 

【Title】 

南スーダンで強い陸上選手を育成することは可能か 
         

   ３‐Ｂ class No.０８   【  川崎 菜月  】 
         

【Summary】 
 今日、シリア難民やアフガニスタン難民などが世界問題となっており、解決するどころか、難民の数は増え続けている。その中

で、 国境なき医師団は現在、南スーダンの難民解決に力を入れていることを知った。 

 本研究の目的は、南スーダンの人道危機を解決し、スポーツ教育を通じて開発途上国である南スーダンの社会発展に貢献す

ることである。 

 世界一新しい国である南スーダンの難民問題などの人道危機を解決するためには、国連や政府、その他の支援団体の協力が

必要不可欠であり、すぐに改善できる問題ではない。難民と一言で言っても、様々な背景があり、難民の種類も様々である。その

難民問題に取り組んでいるのが国境なき医師団であり、彼らは難民キャンプを作り、そこで難民の人々の病気や怪我を治した

り、支援物資を届けたりしている。南スーダンはアフリカ大陸にあり、エチオピアやケニアと隣接している。ケニアやエチオピアの

ような陸上長距離大国になれば、南スーダンの人々にも希望が溢れ、何人もの陸上選手が誕生すれば、南スーダンの経済も潤

う。ケニアのカレンジンでは「走る」ことは生きていくために日常的に行われており、さらに、アフリカでは山などの練習環境に恵ま

れており、長距離ランナーになることは、貧困や辛い生活からの脱却をも意味していた。そのため、アフリカの人々は長距離が得

意であった。2016 年には南スーダンから五輪の難民選手団も誕生しており、南スーダンの環境もアフリカ諸国と同じである。 

 以上の点から、南スーダンを周辺の国や支援団体が支援し、心身ともにケアをし、練習環境を整備することができれば、南スー

ダンで強い陸上選手を育成することは可能だと考える。 

         
【Keyword】 

南スーダン  難民  国境なき医師団  陸上競技 

         

【Outline】 
はじめに 

Ⅰ．世界一新しい国            Ⅳ．陸上競技の歴史と現在  

 Ａ．独立までの流れ             Ａ． 起源  

 Ｂ．南スーダンの概要            Ｂ．ヨーロッパで発展した陸上競技 

 Ｃ．現在の南スーダンの状況       Ｃ．現在の陸上競技に至るまで 

Ⅱ．世界の難民               Ⅴ．アフリカにとっての陸上競技、南スーダンの未来 

 Ａ．難民とは                  Ａ．長距離トップアスリートの出身地 

 Ｂ．国内避難民                Ｂ．ナンディが強いわけ 

 Ｃ．シリア難民 アフガニスタン難民   Ｃ．エチオピアでの陸上競技 

 Ｄ．難民の受け入れ             Ｄ．アフリカの今 

Ⅲ．南スーダンと国境なき医師団       Ｅ．Refugee Olympic Team 

 Ａ．国境なき医師団とは       

 Ｂ．南スーダンでの活動                        おわりに 

 Ｃ．難民キャンプでの暮らし        参考文献 
         

【References】 

・池上彰『池上彰が解説したい！国民・移民・難民③難民って、なに？どうして困っているの？』（筑摩書房、2019 年） 

・忠鉢信一『ケニア！彼らはなぜ速いのか』（文藝春秋、2008 年）  

・・ロベルト・L・ケルチェターニ『近代陸上競技の歴史』（ベースボール・マガジン社、1992 年） 

「南スーダン基礎データ｜外務省」（https://www.mofa.go.jp）[2019.8.9] 
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「学術研究」レポート発表例 
現代におけるイスラーム国家は平和に繋がるのか              岩上 瑛子 
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「学術研究」レポート要旨の例 
【Title】 

現代のイスラーム国家は平和に繋がるのか 
         

   ３‐B class No.０３ 【  岩上 瑛子  】 
         

【Summary】 
  本研究の目的は、9.11 やフランスのテロ事件、過激派組織 IS などからイスラームは反平和的だと考えられがちであるが、本

当にイスラーム国家も平和に繋がりにくいのか明らかにすることである。 

 第 1 章ではイスラームの起源、基礎情報について述べる。イスラームとは、7 世紀前半、ムハンマドよって生まれた一神教の宗

教である。また、啓典はコーランであり、信仰共同体を持ち、五行六信を重んじている。 

 第 2 章ではイスラーム国家の法、政治、人権について述べる。イスラーム法はコーランに基づくが、学的努力によって異なった

解釈が行われた。人権について、女性は男性よりも劣位にあり、守られる存在であるということから男女隔離が行われた。その

ほかにも、名誉殺人が行われている。 

 第 3 章では国際的な平和とイスラームで起きた事件の例から、平和との比較を述べる。国際的に見る平和とは、安全であり、

男女関係なく全ての人類に基本的人権の尊重、自由があることであるが、イスラームでは、多くの女性が殺害され、それを黙認

する政府があることがわかった。 

 上記のことを踏まえて、イスラーム国家はイスラーム法により反平和的なことが行われ、容認しているため平和には繋がりにく

いと考えられる。しかし、イスラーム国家の全てがそのような事件が起きているわけでもないため、イスラーム国家が全て平和に

繋がらないとは言えないと考える。 

         
【Keyword】 

コーラン、学的努力、イスラーム法、人権、国際的な平和、女性、名誉殺人 

         

【Outline】 
 はじめに 

 

第１章 イスラームについて 

 第１節 イスラームが起こる以前の中東の国と宗教 

 第２節 イスラームの起源、歴史 

  第１項 一神教の宗教 

  第２項 預言者ムハンマドについて 

  第３項 ムハンマド没後のイスラームの発展 

 

第２章 イスラーム国家について 

 第１節 イスラーム法 

 第２節 政治 

 第３節 イスラームにおける人権 

 

第３章 国際社会でのイスラーム国家 

 第１節 国際平和とは 

 第２節 平和とイスラーム国家 おわりに 

         

【References】 

・菊池達也『イスラームの歴史』（河出出版新社、2017 年） 

・板垣雄三『イスラーム国家の理想と現実』（栄光教育文化研究所、1995 年） 

・奥田敦『イスラームの人権 法における神と人』（慶應義塾大学出版会、2005 年） 

・「国連広報センター」（https://www.unic.or.jp/info/un/charter/text_japanese）[2019 年 9 月 26 日] 

・柴田大輔、中町信孝『イスラームは特殊か 西アジアの宗教と政治の系譜』（勁草書房、2018 年） 

 


